
                                     2025 年度 

デイサービス「癒しの森 堀切」重要事項説明書 

＜２０２５年４月１日現在＞ 

１ デイサービス「癒しの森 堀切」の概要 

(1)提供できるサービスの種類と地域 

名 称 癒しの森 堀切 

所 在 地 東京都葛飾区堀切１－２０－２０ 

介護保険指定番号 
介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 通 所 型 サ ー ビ ス      

（東京都１３７２２０２５５４号） 

通常のサービス提供 

対象地域(※) 

葛飾区（堀切･四つ木･東四つ木･立石･東立石･亀有･西亀有  小

菅･お花茶屋･白鳥･宝町）、 

     (※)上記地域以外の方でもご希望の方はご相談ください。 

(2)センターの職員体制 

職種 人員 

管理者 １名（兼務可能） 

生活相談員 １名（兼務可能） 

機能訓練指導員 １名（兼務可能） 

看護職員 １名（兼務可能） 

介護職員 ６名以上（常勤換算） 

(3)同センターの設備の概要 

定員 ２８名 

設備 
食堂、厨房、機能訓練室、静養室、相談室、事務室、 

入浴設備、送迎車 

(4)営業時間 

月曜日～土曜日 午前８時３０分～午後６時まで 

日曜日 定休日 

＊ １２月３０日から１月３日までは休業 



２ サービス内容 

① 送迎・・・・ご自宅の近くまでお迎えにまいります。 

② 食事・・・・季節感を取り入れ、高齢者に配慮した暖かい食事を提供します。 

③ 入浴・・・・一般浴、特殊浴など個人に合った入浴方法が利用できます。 

④ 機能訓練・・個人別に作成したプランにより、リハビリ器具を活用して機能訓練が 

         できます。 

 

 ３ 料金等 

  別紙、料金表をご確認ください。 

 

４ サービスの利用方法 

(1)サービスの利用開始 

居宅サービス計画の作成を以来している居宅介護支援事業所を通じてお申し込みください。

別途、利用計画を結んだ上で、サービスの提供を開始します。 

(2)サービスの終了 

①利用者の都合でサービスを終了する場合 

サービスの終了を希望する日の７日前までに文章で通知してください。 

②当社の都合でサービスを終了する場合は、終了は３０日前までに文章で通知いたします。 

   ③自動終了 

以下の場合は双方の通知がなくても、自動的にサービスを終了いたします。 

・利用者が介護保険施設に入所した場合 

・利用者が要介護認定を受けた時、又は要支援認定・事業対象者として認定されなく 

なった場合 

     ・利用者が亡くなった場合もしくは被保険者資格を喪失した場合 



④その他 

・当センターが正当な理由なくサービスを提供しない場合、守秘義務に違反した利用者ま

たは、家族などに対して社会通念を逸脱する行為を行った場合、利用者は文章で解約を

通知する事によって即座にサービスを終了することができます。 

・利用者が、サービス利用料の支払いを１ヶ月以上延滞し、料金を支払うよう勧告をし

たにもかかわらず、勧告した日から２０日以内に支払わない場合、利用者が正当な理

由なくサービスの中止をしばしば繰り返した場合、利用者が入院もしくは病気等によ

り、３ヶ月以上にわたってサービスが利用できない状態であることが明らかになった

場合、または利用者や家族などが当センターや当センターのサービス従業者に対して

本契約を継続し難いほどの背信行為を行った場合は、文書で通知することにより、即

座に契約を終了させていただく場合がございます。 

 

５ 当センターのデイサービスの特徴等 

(1)運営の方針 

事業対象者・要支援状態にある利用者の心身の特徴を踏まえて、利用者が可能な限りその居

宅において、その有する能力に応じた自立した日常生活を営むことが出来るよう、 さらに

利用者の社会的孤立感の解消及び心身機能の維持ならびに家族の身体的、精神的負担の軽減

をために必要な日常生活の世話及び機能訓練などの介護、その他必要な援助を行う。 

(2)サービス利用のために 

①グループワーク 

集団活動を通して誰にでもすぐに仲間に入れる簡単なゲームや体操を中心にリハビリ

的要素を加え楽しみながら体を動かし残存能力の低下防止を図ります。 

②趣味の活動 

習字、工作、絵手紙、歌など好みの活動を選択して頂き、自己表現の楽しみを広げてい



ただきます。 

③機能訓練指導員による訓練を取り入れます。 

  

６ サービス利用に当たっての留意事項 

（1） 送迎時間 

  定刻を心がけますが、交通事情により遅れる場合があります。 

（2） 体調の管理 

  お迎えの際に、前日から当日までの体調をお聞きします。 

   ・体調が優れない場合、サービス内容の変更または中止をすることがあります。 

    その場合、ご家族に連絡の上、適切に対応します。 

   ・風邪、病気の際は、サービス提供をお断りすることがあります。 

（3） 喫煙 

  体調管理上、問題のない範囲となります。煙草・ライターは、お預かりさせていただき   

   ます。喫煙場所は指定の場所に限ります。 

（4） その他 

  事業所内での金品及び食物のやりとりはご遠慮ください。 

 

７ 緊急時の対応 

利用中に体調が悪くなった場合、サービスを中止することがあります。その場合、下記に 

記入された緊急連絡先等に連絡の上、適切に対応します。また、必要に応じて速やかに主治の医

師等に連絡を取る等必要な処置を講じます。 

 

 

 

 

 

 

 

緊急連絡先 

氏  名  

住  所  

電話番号  

続  柄  



 

 

 

 

 

 

８ 事故の対応・賠償責任 

(1)事業者は、利用者に対するサービスの提供にともなって、事故が発生した場合には速やか

に市町村・利用者の家族に連絡を行うとともに、必要な措置を講じます。 

   (2)事業者は、前項の事故の状況及び事故に際して採った処置について記録します。 

  (3)事業者は、利用者に対するサービスの提供にともなって、事業者の責めに帰すべき 

事由により利用者の生命・身体・財産に損害を及ぼした場合は、利用者に対してその損害を

賠償します。 

 

 ９ 感染症対策（感染症対策指針による） 

  個別対応・個別支援に取り組んでおりますが、集団生活の観点も考慮し、個人の健康管理 

  には気を配っていきます。予防接種をお願いすることや、風邪症状のある場合は利用を 

  控えていただく場合があります。 

  また、新たな感染症発生時に対しては、BCP（業務継続計画）に基づいて対応します。 

   

１０ 事故防止対策（事故防止指針による） 

  ≪起こり得る事故≫ 

  規定の通りに職員を配置し、事故を未然に防ぐ努力をいたしますが、防ぎきれない事故（転倒

や転落、利用者同士の接触など）があることをご理解ください。また、事故を未然に防ぐため

であっても、当施設は可能な限り身体拘束を行いません。 

 

１１ 非常災害対策 

 事業者は、非常災害その他緊急の事態に備え、必要な設備を整えるとともに、常に関係 

主治医連絡先 

病院又は診療所名  

医師名  

住 所  

電話番号  



機関と連絡を密にし、とるべき措置についてあらかじめ BCP（事業継続計画）、防災計画を作

成します。防災計画に基づき、年２回以上の消火、避難その他訓練等（利用者及び職員が 

 参加）を実施します。 

１２ 身体拘束の禁止（身体拘束等の適正化のための指針による） 

 （1）本人又は他の利用者等の生命又は、身体を保護するため、緊急やむを得ない場合を除き 

    身体拘束等を行いません。 

 （2）やむを得ず身体拘束を行う場合は、「同意書」により本人及び家族の同意を得て行い 

     対応方法、時間、利用者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理由を記録します。 

 

１３ 虐待の防止について 

  事業者は、利用者の人権の擁護・虐待の防止のために、次に掲げる通り必要な措置を 

  講じます。 

(1) 虐待の未然防止、虐待の早期発見、虐待等への迅速かつ適切な対応を行います。 

（2）虐待防止のための対策ウを検討する委員会を定期的に開催し、その結果について 

   従業者に周知徹底を図ります。 

（3）虐待防止のための指針を整備します。 

（4）従業者に対する虐待防止の啓発・普及するための研修会を定期的に実施します。 

（5）虐待防止に関する措置を適切に実施するための担当者を設置します。 

    （虐待防止に関する担当者  管理者 小椋 佑太）  

 

１４ 記録の保管 

 （1）利用者及びその家族に限り、利用者に関するサービス実施記録を閲覧できます。 

 （2）利用者及びその家族に限り、利用者に関するサービス実施記録の複写物の交付を 

    受けることができます。その場合は、複写に係る実費をいただきます。 



 （3）５年間の保管期間を設けます。 

 

１５ 個人情報の取り扱い（個人情報保護規定による） 

 （1）施設及び全ての職員は、サービスを提供する上で知り得た利用者及びその家族に関する

秘密を第三者に漏らしません。ただし、医療上の必要性がある場合には、医療機関等に 

     利用者の心身等の情報を提供します。 

 （2）サービス担当者会議等でサービス調整を行い、一体的なサービス提供を行う為に個人 

     情報を用いることがあります。 

 （3）守秘義務は、本契約が終了した後も継続します。個人情報を使用する場合は、個人情報同

意書により本人及び家族等の同意を得ます。同意書の有効期限は契約期間と同じと    

します。 

 

１６ ハラスメント 

  適切な業務の提供を確保する観点から、施設において行われる性的な言動又は優越的な 

  関係を背景とした言動であって、業務上必要かつ相当な範囲を超えたものにより、職員等の

就業環境が害されることを防止するための方針の明確化等の必要な措置を講じます。 

 

１７  その他 

 地震、台風、大雨、大雪等の自然災害により利用者、当社従業員の安全上危険であること等

からサービスを提供することが困難であると判断させて頂いた場合は（交通機関の混乱の場

合も含みます。）、当日、サービスを提供できない場合があります。この点、予めご理解、

ご了承をお願い致します。 

 

 



☆その他の苦情相談窓口☆ 

・葛飾区介護保険課 管理係          葛飾区立石 5－13－1(区役所 2階)  

（電話 03－5654－8246） 

・葛飾区福祉サービス苦情調整委員会 福祉管理課企画係 (電話 03－5654－8243)           

・東京都国民健康保険団体連合会 介護相談指導課  

千代田区飯田橋３－５－１東京区政会館 11階 

(電話 03－6238－0177) 

 

・（他県・他区用） 

  

１８ 苦情相談窓口 

  (1)通所型サービスに関する相談、要望、苦情等は下記窓口までお申し出下さい。 

≪サービス相談窓口≫ 

電話番号     ０３－５６７２－１７３２ 

担  当     管理者 小椋 佑太 

（受付時間  月～土曜日   ８：３０～１７：３０） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)相談・苦情に円滑かつ適切に対応するための体制及び手順は以下のとおりとします。 

①苦情又は相談があった場合、利用者の状況を詳細に把握するよう、状況の聞き取りを実

施し、事情の確認を行います。 

②相談担当者は、把握した状況を事業所内で検討を行い、対応を決定します。 

③対応内容に基づき、必要に応じて関係者への連絡調整を行うとともに、利用者へは必ず

対応方法を含めた結果報告を行います。 

（時間を要する内容もその旨を翌日までに連絡します。） 

④苦情相談の内容を記録に残し、サービスの向上化を目指して再発防止に取り組みます。 

⑤ 苦情申し立て等を行ったことを理由として、何ら不利益な取り扱いをすることはあり 

ません。 

 

  １９ 福祉サービス、第三者による評価の実施 

     当社は、第三者による評価を実施しておりません。 


